
６回生 選択科目「英会話」授業のシラバス 

教科名 外国語 科目名 英会話 単位数 ２単位 

科目の 

目標 

日常生活でやり取りされる会話や高度な内容の英語を聞いたりして内容を理解する能力を養う。また、英語を使って相手に

自分の意志を伝える能力を養う。 

教科書  なし 副教材 なし 
 
１ 学習の目標  

 (1) 相手の意見や考えを英語で聞いて理解する 

(2)  英語を読んだり、聞いたりしてその内容に関して自分の考えや意見を英語で伝えたり、やりとりしたりすることができる。 

 

英語運用の 4 技能の目標 

聞くこと 
○ある程度の長さで複数の話題が含まれた話や会話を聞いて、主題や詳細情報を理解できる。 

〇ラジオやテレビの英語のニュースを聞いて、どのような内容か大筋を理解できる。 

話すこと 
○本や映画など、馴染みのある話題について、英語で会話を発展させることができる。 

○社会問題などに関する意見を英語で表現し、質問にも英語で答えることができる。 

読むこと 

○トピックの重要な点を意識しながら、話し手や書き手の意図などを理解して、自分の意見と比較しながら文章を読んだ

り、聞いたりすることができる。 

○日本の国内でニュースとして取り上げられている内容について書かれている英文を読んで理解できる。 

書くこと 
○自分の意見や感想を論理的に整理し、複数の段落で書くことができる。 

○具体例を提示しながら、読み手を意識しつつ、自分の考え・意見・提案などを書くことができる。 
 
２ 学習の方法 

(１) 授業について 

自分の興味のあることや最近の出来事について、自分の考えや意見を英語で発表することがあります。また特定の場面を設定し

て、その時に役立つ表現を学習します。少し高度な内容に関する意見も求められる場合があります。 

(２) 復習について 

英語で発表した内容や授業中に学習して会話表現を繰り返し確認して学習内容の定着を図るようにするとよいと思います。 

  

〈学習アドバイス〉 
  英会話でも既習の学習事項が大切になります。他の英語の授業でも英会話に役立つものがたくさんあります。英会話だけの授業

というよりも、今まで学習したことやこれから学習することを利用して英語を話したり聞いたりしてほしいと思います。 
 

３ 評価について 

 (1) 評価の観点 

観 点 趣 旨 

①関心・意欲・態度 
コミュニケーションに関心を持ち、積極的に言語活動を行い、コミュニケーションを図ろうとする。 
主に、アクティビティへの参加・協力や、課題の取り組み、授業で扱われた題材への興味・関心で評価します。 

②表現の能力 
外国語を用いて、情報や考えなど伝えたいことを話したり、書いたりして表現する。主に、英語を用いて話し

たり、書いたりする能力で評価します。 

③理解の能力 
外国語を聞いたり、読んだりして、情報や話し手や書き手の意向など相手が伝えようとすることを理解する。

主に、英語を聞いたり読んだりして、中身を理解する能力で評価します。 

④知識・理解 

外国語の学習を通して、言語やその運用についての知識を身につけるとともにその背景にある文化などを理解
している。主に、文法や英語の基礎知識が身についているか、授業で扱われた題材についての周辺知識を理解

しているかで評価します。 
 

 (2) 評価の方法（以下観点①～④は「(1) 評価の観点」と対応する） 

評価材料 
観点 定期考査・休業明けテスト 

タスク 

活動 

発表・やり
とり 

リスニングテ

スト 
スピーキン
グテスト 

①関心・意欲・態度  授業で使用したプリントやアクティビティの関する問題 ○ ○  〇 

②表現の能力 ○ 自由英作文  ○  〇 

③理解の能力 ○ リスニング・リーディング   ○ 〇 

④知識・理解 ○ 語法・語彙 〇 〇  〇 
 

〈担当者からのメッセージ〉 

○ALTがいるときには ALT といっしょに授業を行います。積極的に英語で話そうとする姿勢を心がけてください。 
○日常生活のある場面を設定した会話を学習するので、役に立つ英語表現を確認して定着させてください。また、ニュースに登場す
るような英語も登場しますので少し高度な英会話にも取り組んでみましょう。 

○日本と外国の文化や考えの違いなとを理解して、自己の視野を広げてほしいと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 授業計画 

月 単元 学習内容 評価の観点 考査等 反省等                                                                                                                                                                          
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1 

 

Introductions 

 

Australian English 

言語 

 

 

 

Descriptions  

言語 

 

 

Movies 言語 

 

 

Exam 

 

 

British English 言語 

 

 

 

New Zealand English 言語  

 

 

 

Travel 言語 

 

 

 

South African English 言語 

 

 

 

Work 言語 

 

 

 

Food Descriptions 

言語 

 

 

Exam 

 

 

Clothes and Fashion 

言語 

 

 

City Life and Country Life 

言語 

 

 

 

Christmas Lesson 言語 

 

Year Review Lesson 言語  

 

 

 

・オーストラリア英語と英

語でよくつかわれる外来語

についての知識と語彙を深

める。 

 

・写真を見ての描写と実際

に物に触れ、記憶を喚起す

る描写方法の違いを学習す

る。 

・映画を見て、独創的な描

写をし、賛成と反対につい

ての表現を学ぶ。 

 

 

 

・イギリス英語と英国につ

いての知識と語彙を深め

る。 

 

・ニュージーランドの英語

と文化についての知識と語

彙を深める。 

 

・旅行にまつわる英語、空

港での入国手続きや税関に

ついての表現を学ぶ。 

 

・南アフリカ共和国の英語

と文化についての知識と語

彙を深める。 

 

仕事に関する語彙を深め、

仕事と最低賃金についての

社会的知識を養う。 

 

・食をテーマに、食べ物と

好みについての語彙や表現

を学ぶ。 

 

・被服とファッションの語

彙を学び、好みと描写をす

る表現を学ぶ。 

 

・都市と田舎の生活につい

ての語彙を学び、それぞれ

の特徴についての表現を学

ぶ。 

 

 

 

 

 

 

①積極的に相手に自分の行動を伝 

 えることができる 

②自分がこれから行うことを英語

で表現できる。 

 

②相手に自分の趣味などをどのよ

うに行うのかを説明できる。 

③相手の説明を聞いてその内容が        

 理解できる。 

 

③英文の内容を理解できる 

③英問英答に適切に答えることが 

 できる。 

①積極的にペアワークに参加して 

 いる 

②会話の内容を理解できる。 

 

 

 

①積極的に発表している。 

②自分の意見を英語で話すことが 

 できる。 

④自分の意見を既習の文法事項 

 を使用して的確に表現できる。 

 

①積極的にペアワークに参加して 

 いる。 

②会話の内容を理解している。 

④提案・謝罪などをする時の表現

を理解している。 

 

②自分の考えを英語で発表できる 

④仮定法を理解している。 

 

 

②自分の考えを英語で発表できる 

③相手の説明を聞いてその内容を 

 理解できる 

 

①アクティビティに積極的に参加 

 している。 

③説明を聞いて適切に問題に答え 

 ることができる。 

②ある話題について英語で自分の 

 考えを表現できる。 

③英語を聞いてその内容を理解す 

 ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 評価の観点①は関心・意欲・態度、②は外国語表現、③は外国語理解、④は知識・理解を表しています。 
※ 授業計画は進度により前後したり、変更したりすることがあります。   


